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日食協  理事長  鵜飼良平氏　「旭日中綬章受章を祝う会」開催!!

　３月４日(金）、食品衛生センター５階講堂
において、食品衛生特別講演会を開催し、約
100名が参加いたしました。
　本講演では、厚生労働省医薬・生活衛生局
生活衛生・食品安全部　道野英司監視安全課
長より廃棄食品の不正流通に対する対応や
HACCP導入に関する内容を、内閣府食品安
全委員会　姫田尚事務局長より食の安全確保
に関する内容をご講演いただきました。

「食品の安全をめぐる最近の課題」  ─食品衛生特別講演会開催─

報告

　３月２日（水）、東京都千代田区の帝国ホテルにおいて
「鵜飼良平氏　旭日中綬章受章を祝う会」が全国の食品衛
生協会関係者約600名のご出席を賜り、盛大に開催され
ました。
　鵜飼理事長ご夫妻の華やかな入場により開会し、永年
のご友人である「SYOING	ARTIST」の吉川氏による鵜
飼理事長の好きなお言葉「誠心」が揮ごうされ、会場に
掲揚されました。
　桑﨑日食協専務理事を含む18名の発起人を代表して
谷垣禎一	自由民主党幹事長、石破茂	地方創生・国家戦
略特別区域担当大臣、石原伸晃	経済再生大臣、丸川珠代	
環境大臣、中川雅治	自由民主党総務会長代理、保坂三蔵	
自由民主党東京都連常任顧問の６名にご挨拶を頂戴しま

した。
　続いて、国会議員の先生方を代表して、伊吹文明	元衆
議院議長、深谷隆司	元衆議院議員自由民主党東京都連最
高顧問のお二人より、また、舛添要一	東京都知事、都議
会議員の先生方を代表して髙島直樹	東京都議会議員、続
いて服部征夫台東区長、日麺連賛助会員を代表して（株）
小田原鈴廣	鈴木博晶代表取締役社長、日食協を代表して
大倉敬一副会長（月桂冠（株）取締役相談役）、東京都食協
を代表して三田芳裕副会長（（株）明治座代表取締役社長）
からご祝辞を頂戴し、藪睦会会長・かんだやぶそば	堀田
康彦四代目当主に乾杯のご発声を賜りました。
　祝宴中は、華麗なアルゼンチンタンゴショーが披露さ
れ、日食協、東京食品三団体、麺類業四団体から記念品
の贈呈、お孫さんから花束の贈呈、鵜飼理事長ご夫妻よ
りご子息（上野藪そば四代目）へ花束の贈呈、ご子息から
の温かいご挨拶と続
き、最後に鵜飼理事
長の御礼の挨拶を
もって盛会裡に終了
いたしました。
（総務部　小林	智彦）

歓談中の会場 鵜飼理事長ご夫妻より花束の贈呈

（総務部　布藤	香）

・食品監視行政の現状と課題
　厚生労働省　医薬・生活衛生局
　生活衛生・食品安全部
　　監視安全課長　道野　英司

・食品のリスク評価の現状と課題
　内閣府　食品安全委員会
　　　　事務局長　姫田　　尚
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　２月16日（火）午後１時30分より食品衛生センター
にて第３回福利厚生委員会を開催し、小泉委員長（愛
媛県支部長）を議長として議事が進められました。
　今回は、平成28年度以降の新たな「あんしんフー
ド君」推進目標の設定について、また平成29年度実
施を目途とした「あんしんフード君」「食品営業賠償共
済」の制度改定についてご協議いただきました。
　日食協では、平成29年度末で「あんしんフード君」
契約件数10万件となるよう推進目標を設定したいと
考えており、具体的な各支部への推進目標設定案や
目標達成支部への表彰および副賞の内容案を示した
うえでご意見をいただきました。
　また、「あんしんフード君」のさらなる優位性確立
のため、リコール補償付加など補償範囲の拡大や、
旅館業の補償限度額引き上げ、共済掛金の改定など

制度改定に関する案についてご協議いただきました。
特に、共済掛金の改定については「あんしんフード君」
の推進に直結するため、活発な意見が交わされました。
　今回の委員会の意見をふまえ、今後も「あんしん
フード君」がよりよい制度になるよう三井住友海上火
災保険(株)とも協議を進めてまいります。
	 （共済部　藤原	彩香）

　３月８日(火)午後１時30分より、食品衛生センター
６階会議室にて事業運営委員会を開催いたしました。
　５つの委員会の締めくくりとなる本委員会は、食
品衛生の向上を図るうえで必要となる日食協の各種
事業全般にわたる検討を行い、もって業界の発展な
らびに国民の健康増進に資することを目的としてお
ります。
　岡山委員長(奈良県支部長)を議長に、事務局から４
つの各委員会および事業の活動について報告後、協
議事項として「『あんしんフード君』契約件数10万件
目標の設定」「全国食品衛生協会の会員数」「東日本大

震災に伴う日食協本部の支援策」について日食協から
説明し、各委員から活発な意見を頂戴しました。
	 （総務部　布藤	香）

第3回福利厚生委員会開催

小泉議長の挨拶

岡山議長の挨拶

報告

　２月26日（金）午後１時30分より、食品衛生セン
ター５階講堂にて組織改革委員会を開催いたしました。

　社会環境の変化や、消費者の価値観の多様化に伴
う課題に対し、調査研究を行い各種事業の整備およ
び強化等に資することを目的とする本委員会は、藤
原委員長（兵庫県支部長）を議長とし、日食協より主
要事業の活動報告を行い、各委員よりそれぞれの支
部での食協組織の改革・活性化に向けた活動（取組み
事例）について報告していただきました。続けて、各
議論をふまえた委員会の方向性について協議し、食
協組織の強化方法や会員減少対策方法について意見
交換がなされました。	 （総務部　布藤	香）食協組織の強化方法について意見交換

第４回組織改革委員会開催

第3回事業運営委員会開催
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こちら

食品衛
生研究

所

報告

　ヒスタミン試験検査の納期を短縮しました！
　12月号にてご案内しましたヒスタミン試験検査につきまして、お客さまのニーズをふまえ、納期を短縮し
ましたのでご案内いたします。原則、検体の受領日を含めて４営業日にて試験検査成績書を発行いたします。
　また、魚介類などをご依頼される際には、細菌数や
大腸菌群、腸炎ビブリオ等の試験も可能ですので、併
せてご検討ください。	 （化学試験部　竹内	文恵）

　２月15日（月）福井県支部（福井県後援）、２月25日（木）長野県支部との共催により「食品表示法の講演会」
を開催いたしました。講師には消費者庁表示対策課	金子智門氏（福井）、
同課	宮下雅一氏（長野）、（一社）FOOCOM	森田満樹氏（両会場）をお招
きし、各会場ともに100名近い方にご参加いただき、「とても役に立っ
た」などのご意見をいただき、関係者の関心の高さを感じました。
　ご協力いただきました福井県支部ならびに長野県支部へ感謝申し上
げます。また、福井会場では、福井新聞の取材があり新聞に取り上げ
られました。	 （公益事業部　吉田	裕一） 2016.2.17　福井新聞掲載記事より抜粋

試験検査費用
　　　（税抜）

10,000円
食協会員は１割引きとなります

納期 ４営業日

　２月25日（木）、食品衛生センターにて「食品・食品製造施設をカビからまもるための対策講習会」を開催
し、114名の方がたに参加いただきました。
　NPO法人カビ相談センター　高鳥理事長をコーディネーターでお招きし、諸先生方に、行政視点からのク

レーム・回収事例の解説、カビの対策方法や食品
製造現場での実際の対策について講演いただきま
した。活発な意見交換会も行われ、カビに関する
知識をより深めていただいたようです。
　報告は日食協ホームページに掲載しています。
	 （公益事業部　早川	亮太）会場の質問にお答えする講師の先生方

　３月11日（金）、政府主催「東日本大震災五周年追悼式」
が国立劇場（東京都千代田区）で執り行われ、天皇皇后両陛
下、安倍内閣総理大臣、各地で被災したご遺族の代表など
国内外約1,000名が参列献花し、多くの尊い犠牲者を悼
みました。
　食品衛生協会からは、全国を代表して日食協	桑﨑俊昭	
専務理事が出席し、地震が発生した午後２時46分に出席
者全員が黙祷を捧げて哀悼の意を表しました。
　日食協といたしましては、引き続き、全国の食品衛生協
会と協力しながら、被災地支援に取り組んでまいります。

　２月12日（金）、日本食品衛生協会にて一般
社団法人川崎市食品衛生協会池谷会長より東
日本大震災の義援
金をお預かりいた
しました。お預か
りした義援金は被
災地支部へお送り
する予定です。
（総務部　布藤	香）

「食品・食品製造施設をカビからまもるための対策講習会」開催

東日本大震災五周年追悼式 東日本大震災義援金
川崎市食品衛生協会より

「食品表示法施行に伴う講演会」開催
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「ノロウイルス食中毒予防強化期間」事業　支部・支所　取組み一覧報告

　今月号も引き続き支部・支所の取組みをご紹介いたします。	 （公益事業部事業課）
支
部
名

開催日 支部・支所 参加者数 参加費 講　師

埼
玉
県

11/9 鴻巣支所 240 無料 協会講師		遠山完氏
11/11 川越市支所 235 無料 協会講師		浅野目和男氏
11/11 越谷市支所 281 無料 協会講師		秋田直文氏
11/17 坂戸支所 343 無料 食監OB　名雪博二氏
11/18 飯能・日高支所 221 無料 食監OB　大澤喜一郎氏
11/18 幸手支所 312 無料 食監OB　江崎覚夫氏

11/24、 25 川口支所 562 無料 協会講師		秋田直文氏
11/25 草加支所 305 無料 食監OB　江崎覚夫氏
11/26 秩父支所 248 無料 協会講師		真下安雄氏
1/19 所沢支所 356 無料 協会講師		浅野目和男氏
1/20 熊谷支所 324 無料 協会講師		遠山完氏
1/25 深谷支所 182 無料 協会講師		遠山完氏
1/27 本所支所 210 無料 協会講師		中島秀夫氏

千
葉
県

11/26 海匝保健所管内支所 380 2,000円 菅沢淳一氏、馬場智子氏
1/18 海匝保健所管内支所 137 2,000円 菅沢淳一氏、馬場智子氏	
1/21 夷隅支所 47 無料 竹田憲生氏、星野竜也氏

神
奈
川
県

11/5 神奈川県支部 35 1,000円 茅ヶ崎保健福祉事務所　竹前愛子氏、東京サラヤ（株）3名、県食協3名
11/9 神奈川県支部 31 1,000円 厚木保健福祉事務所　赤堀正光氏、東京サラヤ（株）2名、県食協3名
11/17 神奈川県支部 20 1,000円 小田原保健福祉事務所　露木麻里子氏、東京サラヤ（株）2名、県食協2名
12/2 神奈川県支部 25 1,000円 小田原保健福祉事務所　露木麻里子氏、東京サラヤ（株）2名、県食協2名
12/8 神奈川県支部 26 1,000円 茅ヶ崎保健福祉事務所　竹前愛子氏、東京サラヤ（株）2名、県食協3名
12/11 神奈川県支部 17 1,000円 厚木保健福祉事務所　岩月典子氏、東京サラヤ（株）2名、県食協2名

新
潟
県

11/25 柏崎支所 59 一般：500円	
会員：無		料 柏崎保健所衛生環境課　浅間課長、食品衛生指導員（手洗いマイスター）

11/26 新潟県支部	
新潟市支所 460 無料 新潟市保健所　飛田係長、日食協　丸山学術顧問、東京サラヤ（株）　山内係長

11/30 新潟県支部 100 無料 新潟県生活衛生課　安齋係長、愛知医科大学医学部　西尾客員教授、
東京サラヤ（株）新潟出張所　山内係長

12/ 7 中越支所 108 無料 長岡保健所生活衛生課　伊藤課長、中越支所指導員（手洗いマイスター）
12/16 上越支所 30 無料 上越保健所生活衛生課　吉岡課長、上越支所指導員（手洗いマイスター）

11/5、 26、 27、
12/1、 14 村上支所 243 無料 村上保健所衛生環境課　伊藤課長、村上支所指導員（手洗いマイスター）

富
山
県

11/2 富山県支部 62 無料 県厚生部生活衛生課　課長補佐　堂髙一彦氏、
サラヤ（株）名古屋市営業所　長坂千佳氏　

10/1 ～ 1/31 各支所 1,120 無料 各支所役員・食品衛生指導員

2/18 砺波支所 150 無料 富山県砺波厚生センター　衛生検査課　衛生班長　出村尚子氏、
サラヤ（株）名古屋営業所　矢田洸佑氏

石
川
県

11/4 小松能美支所 220 無料 芳珠記念病院　感染管理認定看護師　北みゆき氏
11/16 金沢市支所 171 無料 金沢市保健所　大久保圭祐氏、サラヤ（株）　浦瀬恵介氏
11/17 七尾鹿島支所 200 無料 サラヤ（株）　浦瀬恵介氏

福
井
県

12/9 福井県支部 81 無料 （一財）食品分析開発センターSUNATEC
12/10 福井県支部 191 無料 （一財）食品分析開発センターSUNATEC

山
梨
県

10/16 峡南支所 30 無料 東京サラヤ（株）インストラクター　小島宏美氏
12/2 山梨県支部 42 無料 山梨県福祉保健部　衛生薬務課、東京サラヤ（株）
12/14 山梨県支部 69 無料 山梨県福祉保健部　衛生薬務課、東京サラヤ（株）
2/3 山梨県支部 43 無料 山梨県福祉保健部　衛生薬務課、東京サラヤ（株）

長
野
県

12/4 長野県支部 95 会　員：無料	
非会員：1,000円 日食協	髙谷幸氏、長野県食品・生活衛生課職員、長野県支部職員

10/28 長野県支部 45 無料 長野県支部職員
11/25 長野県支部 240 無料 長野県支部職員
11/25 北信支所 110 無料 北信保健福祉事務所職員
1/28 佐久支所 55 無料 佐久保健福祉事務所職員

岐
阜
県

11/12、 25 中濃支所 300 無料 ─
11/11 郡上支所 48 無料 関保健所郡上センター所長　渡辺靖信氏、主任技師　佐々木氏
11/7 可茂支所 250 無料 ─
12/4 下呂市支所 300 無料 ─
12/2 飛騨支所 1,000 無料 ─
11/19	
12/3 岐阜市支所 250 無料 岐阜市保健所　西部尚史氏、神戸英理氏

静
岡
県

10/8 浜北支所 21 無料 サラヤ（株）名古屋営業所　石田氏
10/23 伊豆支所 53 無料 賀茂保健所衛生環境部　十河部長
10/25 浜松市支所 300 無料 食品衛生指導員
11/10 修善寺支所 141 無料

東部保健所修善寺支所　鳥澤主任11/16 修善寺支所 126 無料
11/17 修善寺支所 76 無料
11/18 修善寺支所 157 無料
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支
部
名

開催日 支部・支所 参加者数 参加費 講　師

静
岡
県

11/19 修善寺支所 130 無料 東部保健所衛生薬務課　鵜沼技師
11/25 沼津支所 150 無料 東部保健所　植松部長、畠中班長
11/25 浜北支所 60 無料 サラヤ（株）名古屋営業所　浦瀬氏
1/12 伊東支所 73 無料 熱海保健所衛生薬務課
1/13 伊東支所 215 無料 熱海保健所衛生薬務課
1/14 伊東支所 226 無料 熱海保健所衛生薬務課
1/19 伊東支所 226 無料 熱海保健所衛生薬務課
1/20 伊東支所 93 無料 熱海保健所衛生薬務課
1/21 伊東支所 47 無料 熱海保健所衛生薬務課

愛
知
県

11/5 半田支所 55 無料 サラヤ（株）名古屋営業所食品サポート部　主任　石田悠二朗氏
11/11 岡崎支所 71 無料 岡崎市保健所生活衛生課食品衛生班長　板倉裕子氏
11/12 瀬戸支所 50 無料 瀬戸保健所環境食品安全課　八木技師、アルボース営業本部名古屋支店　杉本課長
11/13 西尾支所 50 無料 サラヤ（株）名古屋営業所　食品サポート部　長坂千佳氏
11/18 みよし支所 50 無料 衣浦東部保健所みよし保健分室　主査　平田桂英子氏、サラヤ（株）吉川和紀氏
11/19 豊田市支所 100 無料 サラヤ（株）食品衛生インストラクター　篠崎氏

11/20 稲沢支所 58 無料 （一社）愛知県食品衛生協会　技術部長　江尻健氏、
サラヤ（株）食品衛生サポート部　石田氏

1/18 一宮支所 75 無料 食品衛生指導員部長　野村和平氏
11/1 ～ 1/31 300

1/26 清須支所 50 無料 清須保健所環境・食品安全課　伊藤啓三氏

三
重
県

11/16 津支所 219 無料 津保健所　服部聖子氏
11/26 桑員支所 82 無料 桑名保健所　大野哲司氏
11/30 桑員支所 52 無料 桑名保健所　内山信樹氏
10/14 紀北支所 94 無料 （株）イムテス　山口久美氏
11/24 伊賀支所 59 無料 伊賀保健所　高島拓也氏
11/5 紀南支所 55 無料 熊野保健所　尾崎由佳氏
12/11 鈴鹿支所 91 無料 鈴鹿保健所　藤村紀子氏
10/28 三重県支部 192 無料 ─

滋
賀
県

10/14 草津支所 81 無料 サラヤ（株）京都営業所商品衛生サポート部　主任　大久保光恵氏
10/28 滋賀県支部 132 無料 	（株）メフォス　佐藤史郎氏
11/4 大津市支所 135 無料 大津市保健所　職員
11/9 滋賀県支部 127 無料 	（株）メフォス　佐藤史郎氏
11/11 大津市支所 68 無料 大津市保健所　職員
11/12 高島支所 85 無料 高島保健所　職員
11/18 甲賀支所 50 無料 甲賀保健所　職員、山中専務

京
都
府

11/10 乙訓支所 32 無料 須田重正氏、千代佳宏氏、蓮沼千浩氏、佐々木潔氏、山下武司氏
11/12 乙訓支所 64 無料 須田重正氏、佐々木潔氏、千代佳宏氏、林正幸氏、友田成生氏
11/22 乙訓支所 40 500円/組 木村正夫氏、長西昭氏、北川明氏、大黒忠義氏、林一郎氏
11/25 乙訓支所 63 200円/人 林正幸氏、友田成生氏、蓮沼千浩氏、宮小路佳史氏、房野幸治氏
2/10 乙訓支所 73 200円/人 林正幸氏、友田成生氏、蓮沼千浩氏、小西光氏、房野幸治氏

2/16 宇治公衆支所	
綴喜支所 55 無料 サラヤ（株）食品衛生インストラクター　滝田優氏

大
阪

11/5
大阪支部

211
無料

左近直美主任研究員、イカリ消毒（株）武政二郎氏
11/12 158 左近直美主任研究員、イカリ消毒（株）武政二郎氏
11/20 190 左近直美主任研究員、サラヤ（株）吉田尚一郎氏

兵
庫
県

11/4 加古川支所 91 無料 加古川健康福祉事務所食品安全専門官　渡部雅博氏
11/11 淡路支所 76 無料 兵庫栄養調理製菓専門学校教授　村上和典氏
11/26 加古川支所 50 無料 加古川健康福祉事務所食品安全専門官　渡部雅博氏
11/27 明石支所 53 無料 （株）トーホービジネスサービス　庄野嘉之氏

奈
良
県

11/2 奈良県支部 8 無料 （株）アルボース　藤野秀和氏
11/26 奈良県支部 24 無料 （株）アルボース　藤野秀和氏
12/2 奈良県支部 23 無料 （株）アルボース　藤野秀和氏

12/15 奈良県支部	
奈良支所 28 無料 （株）アルボース　藤野秀和氏

和
歌
山
県

11/4 和歌山市支所 177 会員：無料	
他 ：1,000円 和歌山市保健所職員　3名

11/20 南紀支所 270 無料 田辺保健所職員　3名
11/24 橋本支所 57 無料 橋本保健所職員　1名、橋本市民病院感染管理認定看護師　神保昌世氏
10/29 日高支所 92 無料 保健所職員

11/18 新宮支所 119 無料	
＊テキスト有料 保健所職員

11/20 新宮支所 35 無料	
＊テキスト有料 保健所職員

11/24 海南海草支所 120 無料 保健所職員

11/25 紀北支所 95 無料	
＊会員対象 保健所職員

11/18 有田支所 120 無料 大阪府立公衆衛生研究所

鳥
取
県

11/25、 12/16、
1/28、 2/26 鳥取支所 110 無料 県東部生活環境事務所　生活安全課職員

11/18、 1/14 倉吉支所 24 無料 県中部総合事務所　生活安全課職員
11/26、 12/18、
1/26、 2/25 米子支所 121 無料 県西部総合事務所　生活安全課職員

1/27 倉吉支所 22 無料 県中部総合事務所　生活安全課職員
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万が一事故を起こしてしまっても…冷静かつ誠意ある対応を！
「あんしんフード君」・「食品営業賠償共済」　共済金の支払い状況

支払い日（2016.2.1 ～ 2.29抜粋）

原因物質等 事故発生日 支部名 支所名 加入コース 業種名
年間掛金（円）

事故の概況 被害者数 共済金額（円）
休業掛金（円）

被害者
治療費等

2016.1.16 静岡県 沼　津 あんしん
フード君 飲食店

19,400 店舗で飲食後に吐き気、じんまし
んを発症。医療機関の診断により
加入者の過失が認められなかった
ため被害者治療費等にて見舞金を
支払う。

1 被：30,000

2016.1.18 静岡県 三　島 あんしん
フード君 仕出し・弁当

11,000 提供した弁当のご飯に石が混入し
ており、喫食したお客の歯を欠損
させた。通院見舞金にて示談。

1 被：10,000

アニサキス 2016.1.30 三重県 伊　勢 あんしん
フード君 飲食店 9,000

400
提供したしめサバによるアニサキ
ス食中毒。

7 賠：368,390

ノロ
ウイルス

2015.11.24 広島県 因　島 ワイド 仕出し・弁当 14,400
6,700

提供した弁当によるノロウイルス
食中毒。

61 賠：1,071,194

2015.12.15 岡山県 岡山市 レギュラー 飲食店

13,600
8,200

提供した料理によるノロウイルス
食中毒。保健所の検査により従業
員からノロウイルスが検出された。
賠償金については共済金請求を取
り下げたため休業補償金のみ支払
い。

― 休：1,432,023

2016.1.15 鳥取県 米　子 レギュラー 飲食店 2,700 提供したカキのゆず釜煮によるノ
ロウイルス食中毒。

4 賠：51,934

カンピロ
バクター 2015.11.26 京都市 下　京 あんしん

フード君 飲食店 16,400
1,700

提供したとりの生肉によるカンピ
ロバクター食中毒。

1 賠：177,595

腸炎
ビブリオ 2016.1.1 北海道 名　寄 あんしん

フード君
す　し
飲食店

81,400
15,600

提供した寿司による食中毒。 191 賠：1,551,957

黄色
ブドウ球菌 2015.7.25 岩手県 東　磐 レギュラー 飲食店 2,700 提供したおにぎりによる食中毒。 43 賠：372,650

アレルギー

2015.12.4 岐阜県 岐阜市 ワイド 給食施設

121,000
20,300

アレルギーがある園児用の給食を
別に製造していたが、誤って乳製
品入りウィンナーをアレルギー用
の給食に入れ、喫食した園児がア
レルギー症状を発症した。

1 賠：120,253

2015.12.15 長野県 松　本 レギュラー 飲食店
2,700

400
そば粉アレルギーのお客に誤って
そば粉を含んだクレープを提供し、
アレルギー症状を発症した。

1 賠：115,173

異物混入

2014.7.6 東京都 青　梅 あんしん
フード君

食品製造業
食料品販売業

5,000
800

販売した和菓子に石が混入してお
り、喫食したお客の歯を欠損させ
た。

1 賠：498,339

2014.10.3 香川県 中　讃 ワイド 食品製造業
18,200 製造したおはぎに金属片が混入し

ており、喫食したお客の歯を欠損
させた。

1 賠：46,300

施設
賠償事故

2015.12.10 高知県 高知市 あんしん
フード君

飲食店
食品製造業

53,300
10,800

店舗敷地を囲うフェンスが強風に
より折れ、隣地の駐車車両に当た
り破損させた。

― 施：454,681

2015.10.18 神奈川県 相模原 あんしん
フード君 仕出し・弁当

231,100 納品先で配膳している際に、誤っ
て吸い物をこぼし神主の衣服を汚
損させた。

― 施：194,814

2016.1.14 北海道 倶知安 あんしん
フード君

飲食店
食品製造業

9,000 店舗屋根からの落雪により、出入
り業者の車両を破損させた。

― 施：359,624

2016.1.3 宮崎県 宮崎中央 あんしん
フード君 旅　館

19,900
2,100

駐車場内の破損箇所の補修を怠っ
ていたため、通行した車両が排水
溝のグレーチング（ふた）を跳ね上
げ、バンパーが損傷した。

― 施：215,028

受託物
賠償事故 2016.1.3 新潟県 南魚沼 あんしん

フード君 飲食店 19,400
900

店舗内でお客の靴が盗難にあった。 ― 受：19,800

※太字の箇所は共済金が100万円を超えるもの。 賠：生産物賠償金、施：施設賠償金、受：受託物賠償金
休：店舗休業補償金、被：被害者治療費等

　今回はお店で食事をしたお客が帰宅後体調不良となり、通院見舞金をお支払いした事例をご紹介します。お客の症状、提
供した食事、同様の通報がない点などから、保健所は加入者の提供した食事が原因とは断定せず賠償責任なしとなりました
が、被害者の症状が重いことから、通院見舞金をお支払いすることで解決しました。加入者は事故解決にあたり、いつ、誰と、
どのようなことを話したのか詳細に記録を取っており、その資料から、当初被害者は通院12日分の治療費と休業損害につい
て請求をしていましたが、店側に賠償責任が認められないためお支払いができない旨文書を作成しきちんと説明をしていた
様子がわかりました。損害保険は、第三者に対して損害を与え、“法律上の賠償責任”を負担することによって被る損害に対し
て保険金をお支払いするものです。相手の要求に対し言われるがままに対応することが誠意ある対応ではありません。損害
の内容をはっきりさせて金銭的な補償を行うことがたいせつです。事故解決の際は、経緯を記録し、普及推進員と相談のう
え対応していくよう会員の皆さまへアドバイスをお願いします。
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　ＭＳ＆ＡＤインシュアランス	グループの三井住友海上火災保険株式会社（社長：柄澤　康喜）ならびに株式会社ウェザーニュー
ズ（社長：草開　千仁）は、２月から、企業のお客さまに提供している「気象情報アラートサービス」に、新機能として「降雪量
アラート」を追加しました。また、４月１日始期契約からは、本サービスの対象となる商品を拡大します。
「気象情報アラートサービス」は、2015年６月に提供を開始した業界初のサービスで、お客さまに気象リスクの監視地点と「注

意」「警戒」の基準値を設定いただき、基準値を超えた場合にアラート（注意喚起）メールを配信するものです。対象リスクとして、
従来の雨（降水量）・風（風速）・雷（落雷）に加え、雪（降雪量）を追加し、一層のサービス拡充を図ります。さらに、対象商品を
中小企業向け火災保険の主力商品「ビジネスキーパー」にも拡大することで、より多くのお客さまに利用いただけるようになり
ました。
　近年、平野部でも降雪による被害が発生しており、こうした気象リスクは企業の経営に大きな影響を与えています。両社は、
気象情報の提供を通じて自然災害による被害の防止・軽減に寄与し、企業のお客さまの事業活動を支援していきます。

１．「降雪量アラート」の概要
（１）開始時期：2016年２月（注１）

（２）対象商品：
　　①工事保険「建築オールイン」「土木オールイン」
　　②大企業向け火災保険「プロパティ・マスター」
　　③中小企業向け火災保険「ビジネスキーパー（注２）」
（３）	登録方法：ウェザーニューズ社の専用サイトで、専用

のＩＤ・パスワード（注３）を入力して登録。
（４）利用方法：
　　①	「基準値」として、監視地点の降雪量をあらかじめ登

録（「注意」「警戒」の２段階）。
　　　例）注意＝５cm/時、警戒＝10cm/時
　　②	「注意」「警戒」の基準値を超える気象予測となった場

合に、お客さまにアラートメールを配信。
　　注１：	既に「気象情報アラートサービス」をご利用中のお客

さまも、「降雪量アラート」をご利用いただけます。
ただし、配信条件の追加設定が必要です。

　　注２：2016年４月１日以降を始期日とする契約が対象です。
　　注３：	対象契約の保険証券送付時に、ＩＤ・パスワードを

記載したログイン・ご登録方法チラシを同封します。

２．開発の背景
　2014年２月の大雪では、豪雪地帯のみならず平野部で
も大きな被害が発生し、個人の生活から企業の経済活動ま
で影響が拡大した結果、損害保険各社が支払った保険金は
3,224億円（※）にも達しています。そこで、増加する雪災被
害の防止・軽減に役立てていただくべく、「降雪量アラート」
を開始しました。
※出典：一般社団法人日本損害保険協会「ファクトブック2015	

日本の損害保険」

３．「降雪量」メニューの活用例
　降雪で事業・営業が阻害されやすい業種（建設工事、倉
庫管理、交通インフラ、流通運送等）における事前対策（作
業の延期判断、除雪作業の実施判断、代替ルート調整等）の
検討に活用いただけます。

～「気象情報アラートサービス」に新機能を追加、対象商品も拡大～
雪災被害を防止する「降雪量アラート」を開始

三井住友海上火災保険株式会社
広域法人部営業第一課 VOL.147

ジブラルタ生命は、食協生命共済保険取扱会社です。 ジブラルタ生命保険株式会社 VOL.147

ジブラルタ生命保険株式会社 : 本社/〒100-8953東京都千代田区永田町2-13-10
  コールセンター : TEL 0120-37（ミナ）-2269（ジブロック） 

経営者にとっても介護リスクは身近なものです

経営者の介護リスクは会社の経営リスクです！

介護が必要な状態になってしまったら
経営者はリタイアせざるを得ないかもしれません

もしも経営者の皆さんが介護状態となり、働けなくなってしまったら・・・
大切なご家族や会社・従業員を守る方法を考えてみませんか？

ジブラルタ生命では介護に備える経営者様向けの保険を新たに発売しました。
詳しくは当社のライフプラン・コンサルタントにご相談ください。

会社にとってのリスク

●信用力の低下
●売上の減少
●資金繰りの悪化
●借入金返済資金の不足
●事業承継と後継者問題

会社に必要な対策

事業保障資金対策
●運転資金、借入金返済資金等の確保
勇退退職金資金対策
●勇退退職金資金等の確保
事業承継資金対策
●自社株買取資金等の確保



　 今年も桜の便りとともに新年度が始まりました。全国の食協の皆さまには日頃より日食協の諸事業には多大なご尽力を賜り
厚く御礼申し上げます。引き続きまして新年度の各事業へのご協力と弊紙のご愛読よろしくお願い申し上げます。（塚脇）

編集後記
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日食協ニュース／No.521

8

担当：能澤友佳
E-mail:nozawa@jfha.or.jp
担当：能澤友佳
E-mail:nozawa@jfha.or.jp

【平成27年9月18日改正分まで収載】

4月号の内容

定期購読・書籍のご注文、お問い合わせは　公益社団法人日本食品衛生協会　公益事業部推進課まで
TEL 03-3403-2114　FAX 03-3403-2384　メールアドレス fukyuuka@jfha.or.jp

食と健康
食品衛生研究

■月刊「食品衛生研究」

■月刊「食と健康」
特集１　日本食品標準成分表の改訂
　栄養成分表示の際に公的なデータベースとして利用でき
る日本食品標準成分表について、５年ぶりに改訂されたその
ポイントを解説。

特集２　平成28年度 巡回指導重点指導項目
　食品衛生指導員の皆さんが事業者にわかりやすく指導で
きるように、本年度の重点指導項目「食の安全は原材料の
チェックから」と「その記録がわが身もまもる」を解説。

～ 一般用加工食品編 ～
食品表示の基本のき

新刊

新刊

食品衛生教育シリーズ　＜食品表示のポイント＞　第二弾！

◆サルモネラ属菌および黄色ブドウ球菌試験法の改正について─その背景にある国際整合性─
◆標準法から通知法に採用されたサルモネラ属菌試験法について　◆健康食品の安全性確保に関する取組み

◆主な収載項目◆

◆主な収載項目◆

１　食品表示法
　①　食品表示法の施行　　②　食品表示法の概要
　③　従来の制度からの主な変更点
２　食品表示基準
　①　食品表示基準の構造
３　一般用加工食品の表示
　①　表示のレイアウト　　②　一般用加工食品の義務表示事項
　③　個別的義務表示　　　④　義務表示の特例　　⑤　推奨表示

食品添加物一覧表
用途別添加物使用基準
食品別添加物使用基準
・食品衛生法施行規則　別表第１（英名併記）　
・既存添加物名簿（英名併記）
・食品添加物指定削除一覧　
・関係通知（抜粋）

※	送料は１回のご注文が3,000円以上→送料サービス。
　3,000円未満は一律300円（ただし、送付先が１か所の場合に限ります）

■体裁：A5判　25ページ
■定価：308円（税込）
■発刊：2016年3月

※	送料は１回のご注文が3,000円以上
　→送料サービス。
　3,000円未満は一律300円（ただし、
　送付先が１か所の場合に限ります）

■体裁：A6判　326ページ
■定価：2,160円（税込）
■発刊：2016年3月

　本書は、2015年12月発刊『よくわかるアレルギー物質の表示』に続く食品表示のポイントを解説する食品衛生
教育シリーズの第二弾として、表示の基本的なルールとなる消費者向けの食品（一般用加工食品）の義務表示につ
いて解説しています。食品表示は、消費者にとって食品の安全性の確保や食品選択の機会の確保に非常に重要で
あり、規定に基づいた正しい記載が求められます。第一弾に続き、本書も食品表示制度の理解を深められる一冊で
すので、ぜひご活用ください。

　食品添加物は、安全で安定した品質の食品添加物の流通を確保するため、必要に応じて使用基準等が設定されて
います。本書は、わが国で使用が許可されている食品添加物の一覧表を基本とし、「用途別」、「食品別」にわかりや
すくまとめました。食品添加物製造業・販売に携わる方をはじめ、消費者の方にも食品添加物を正しく理解する
うえでお役に立つ１冊です。

新訂版『食品添加物の使用基準便覧』（第44版）


